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第201回国会特集 1月20日～6月17日 

 

1月20日 第201回国会が招集されました。 

1月は主に１９年度補正予算案（19年夏～秋に発生した自然災害に対応する予算）の審議。 

 
 

  
 

 

 
  

 
 

 

 
 

  
 

２１日院内 

集会に出席 

 
 

  
 

 

２月は本会議や所属委員会の質疑に備えて提出法案調査。 

議員連盟の勉強会や各種団代からのヒアリングに出席。新年度予算の法案質疑につなげる。 

30日川合先輩が所属する 

財政委員会へ差替えで出席 

３０日予算委員会で会派を

代表して討論に臨む 

5日副反応に苦しむ方々の

院内集会に出席 

２６日政策制度要求のヒアリ

ングに出席 

２６日事務次長を務める議

員連盟の勉強会を開催 

２0日開会日の朝 

２月 

開会前の両議員総会 

3月 予算委員会及び厚生労働委員会で令和２年度の予算審議を行いました。 

コロナ禍で多発したカスタマーハラスメントについて、安倍総理に現状認識を質し、総理より関係者

へ労いの言葉がありました。 

 
 

 
１０日予算委員会公聴会でコロ

ナが与える影響を参考人へ意見

聴取 

 
 

 １６日予算委員で安倍総理にコ

ロナ禍でのカスハラを質す 

 
 

 総理大臣より、コロナ禍で働く 

方々の労苦に感謝の言葉 

 

 

 

LINEのお友達登録 

お願いします。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 
 

  
 

 

 
  

 
 

  
 

 

 
 

 

５・６月 

  

 

 
 

  
 

  
 

  
 

 

 
 

  
 

  
 

  
 

 

４月 

提出法案調査 

第 201国会が6月17日に閉会しました。 

 そもそも今国会は東京オリンピック・パラリンピックの開催を見据えて、延長しなくても済むように

政府は目論んでいたようですが、新型コロナウイルス感染症で前提が全て覆されました。 

 感染者のピークは乗り越えた状況ではあっても、新しい生活様式は国民生活の土台を大きく変えるこ

とになりかねない状況に直面しています。それにもかかわらず国会を閉会することは政治の役割を放棄

する事を意味しており、また、国民生活を蔑ろにした証しです。 

 働く仲間の声を活動の原点として、アフターコロナの不安の解消につながる政策の提案・実現に向け

立ち止まることなく走り続けて参ります。 

1月２９日 

３月のベストショット 

｢お替わりの願いします｣ 

１８日セルフメディケーションの推

進及びコロナ禍での医療・介護

現場の悲鳴を政府に伝える 

厚労大臣より、医療・介護現

場の支援強化を表明 

１９日地方消費者特。消費者政

策に取り組む視点からカスハラに

ついての認識を大臣に質す。 

２５日予算委員会マイナンバー

カード・軽減税率やコロナ禍での雇

用維持をいち早く政府に要請 

新型コロナウイルス感染症対策の第１次及び第２次補正予算案を予算委員会及び
厚生労働委員会で質疑に臨みました。 
６月は本会議で２回の登壇機会がありました。 

２６日厚労委員会で雇用保険

の安定と共にコロナ禍での雇調

金のあり方を質す 

１２日ＩＬＯ条約や厳しさを増

すコロナ対策について具体的

に政府の取組を質す 

２６日年金法改正案につい

て年金制度の将来像を総

理に質す 

２８日小規模事業所に対す

る年金制度の歪み等を質す 

６月３日本会議にて公益通

報者保護法の代表質問に

臨む 

４日社会福祉法改正案の

質疑で現場の声を政府に届

ける 

５日本会議。社会福祉法

改正案の討論。現場との乖

離を指摘 

  

 

先輩議員の 
質問アシスト 

３月４日 

３月９日 ５月１１日 

５日地方・消費者特委。 

公益通報者保護法案の充

実強化を要望 

１６日ILO条約批准の推進・

地域医療計画や未収医療

費について質す 

 本会議２回 予算委員会４回 厚労委員会７回 

 地方・消費者特委員会２回  質問アシスト４回 第201国会の活動実績 

国会後半は１週間で４回の質問。５日は午前・午後とダブルヘッター 

 
  ６月のベストショット 

｢質問前の準備体操｣ 


